ぐな ピストン 的 運動が 困難で あるの みならず、 種々 の 

突き 方に 必要な キュ— の 速度 加速度の 時間 的 経過 を自 

由に 調節す る こと も 不可能で あるよう に 見える。 特に 

だま 

軽快な 引き 球な どので きる とでき ない は 主として この 

手首の 自由 さに 係わる ように 思われる ので ある。 

ゴルフに ついては 自分自身に は 少しの 体験 も 持ち 合 

わせない ので あるが、 T 氏の 話に よると あれの クラブ 

の 使用に もや はり 自由なる 手首の 問題が 最も 大切 だと 

いう ことにな つてい るそう である。 

いわゆる スモ ー クボ— ルを 飛ばして 打者 を 眩惑す る 

名投手 グ 口 —ブ の 投球の 秘術 もや はり 主 として 手首に 



の 打ち込まれる 電光石火の 迅速な 運動に、 この 同じ 手 

首が 肝心な 役目 を 務める であろう という こと も 想像 さ 

れ るであろう。 

こんな 話 を 偶然 ある 軍人に したら、 それ はお もしろ 

いこと であると 言って その 時 話して 聞かせた ところに 

よると、 乗馬の けいこ を するとき に、 手綱 を かいくる 

く つ とうせ い 

手首の 自由な 屈 撓性を 養うた めに、 手首 をぐ るぐ る 回 

転させる だけの 動作 を 繰り返し やらされ るそう である- 

どうも 世の中の 事が なんでも かで もみん な 手首の 問 

題に なって 来る ような 気がする のであった。 そう 言え 

ばす りこぎ でと ろろ をす つてい るの など を 見ても、 ど 



める ように 導けば よい。 そうして 自然 自身 をして 自然 

を 研究 させ、 自然の 神秘 を 物語らせれば よい」 そうし 

て われわれ は 心 を 空虚に して、 その 自然の 物語に 耳 を 

傾け、 忠実なる 記録 を 作れば よいので あろう。 これ を 

自分の 現在の 場合の 言葉に 翻訳す ると、 「研究の 手首 

を 柔らかく して、 実験の 弓で 自然の 弦 線の 自然の 妙 音 

を 引き出せば よい」 とも 言われる であろう。 研究者に 

よって 先天的の 手首の 個性の 差異から 来る 手つきの 相 

違 はあって も、 結局 ほんとうの 音 を 出せば よいので は 

*k 、 ゝ o 

るレカ 

子供 を 教育す るので も、 同じような ことが 言われる- 



うかと 言つ てな まけても 無論い けない の だそう である _ 

どうも はなはだ ふに 落ちない 不都合な 話 だ と 思った の 

であった が、 しかし 翻って これ を 善意に 解釈して みる 

と、 やはり 役人た ちがめ いめい 思い思いの 赤誠の 自我 

を 無理押しし 合った ので は 役所と いう 有機的な 機関が 

円滑に 運転し ないから 困る という 意味で あるら しい。 

役所で も 会社で も 言わば 一 つの ォ ー ケス トラの ような 

ものであって みれば、 その メンバ— が 堅い 手首で めい 

れ きおん 

めい 勝手に はげしい 鑠音を 放散して は 困る であろうと 

思われる。 悪く言えば 「要領よ くご まかす」 という は 

な はだ 不祥な ことが、 よく 言えば 一 つの 交響楽の 演奏 



操で もなければ 卑屈な 盲従で もない。 自と 他と がー つ 

の 有機体に 結合す る ことによ つ て その 結合に 可能な 最 

大の 効率 を 上げ、 それによ つて 同時に 自他 二つながら 

の 個性 を 発揚す る ことで なければ ならない。 

I 子 や 釈迦 や 耶蘇 も いろいろな ちがった 言葉で 手首 

を 柔らかく 保つ こと を 説いて いるよう な 気がする。 し 

かし 近 > J ろの 新しい 思想 を 説く 人の 説 だ という の を 聞 

いている と、 まさしく それと は 反対で なければ ならな 

いこと になる らしく 見える。 なんでも 相 生の 代わりに 

相剋、 協和の 代わりに 争闘で 行かなければ うそ だとい 

うように 教えられ るので あるら しい。 その 理論が まだ 



「手首の 問題」 とで も 言われる であろう か。 

(昭和 七 年 三月、 中央 公論) 
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